
し地下・土木防水工法，防食工法 劣化検証』

シー トライニングエ法で施工した施設の

経年劣化検証

JERコンクリ ー ト補改修協会

1 はじめに

下水道終末処理場などの コ ンクリ ー ト構造物

には， 下水から発生する硫化水素に起因する硫

酸腐食対策として， コ ンクリ ー ト防食被覆工法

が用いられている。

日本下水道事業団『下水道 コ ンクリ ー ト構造

物の腐食抑制技術及び防食技術マニュアル』（以

下 ， JS防食マニュアル）では， 使用材料，施工方

法などの違いにより工法が分類されている。

シ ー トライニングエ法は， 腐食環境が厳しく

点検・修繕・改築が困難な施設に用いられてい

る工法である。本稿では， 当協会の保有する

シ ー トライニングエ法「ジックボ ー ド工法 」 の

経年劣化検証結果を紹介する。

また， JS防食マニュアルは2017年に第 3 次改

訂がなされた。この改定までは コ ンクリ ー ト防

食被覆工法の耐用年数は10年とされていたが，

この改定で， 実績が確認された場合の設計耐用

年数の延長が示された。この改定を受け， 当協

会では， 防食施工後10年以上経過している施設

写真1 ボンプ井調査時状況

を選定し， 経年劣化検証を行った。

1 物件概要

物 件：某施設

所在地：兵庫県

調査項目：日本ジッ コ ウ（株）

調査部位A:ポンプ井気相部（写真1)

施工面積：約300rri

調査部位B:特殊マンホ ール壁部・天井部

（写真2)

施工面積：約150rri

調査部位c: 汚泥濃縮槽脱離液ピット壁部

（写真3)

施工面積：約50rri

1 調査詳細

経年劣化検証の調査項目は， 対象施設の外観

目視調査のほかに ， JS防食マニュアルで示され

ている防食被覆の耐久性に関する要求性能「耐

硫酸性」「接着安定性」「遮断性」について調査を

行った。各調査方法を次に示す。

写真2 特殊マンホ ー ル調査時状況 写真3 脱離液ピット調査時状況

表1 曲げ試験結果

サンプル種別

現場採取

促進試験データ

曲げ強さ
(N/mnl) 

238.6 

105.3 

備考

n=4 

予測式より算出
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①耐硫酸性

現地で採取したサンプルから試験片を採取し

曲げ強さ試験を行った。試験方法は， 「JIS K7171 

プラスチックー曲げ特性の求め方」 に準じた。

採取サンプルでの試験と ， 実験室での硫酸水溶

液による促進浸漬試験結果と比較することで耐

硫酸性の確詔を行った。

②接着安定性

接着安定性は， 現地でJS防食マニュアルの付

属資料9 9.2「接着地強さ試験」に準じて試験を

行った。

③遮断性

現地で採取したサンプルから試験片を採取

し， EDS分析を行い， 表面からの硫黄の侵入深

さを測定した。なおEDS分析は， ボ ー ド部と部

材接合部で硫黄の侵入箇所となりやすいジョイ

ント部でも実施した。

1 調査結果

①耐硫酸性

サンプルの試験結果と曲げ強度予測式より算

出した結果を表1に， 実験室での硫酸浸漬促進

試験より得られた曲げ強度予測曲線を図1に示

す。

現地より採取したサンプルの試験結果が予測

物件

表2 接着試験結果

接沼強さ（N/mni)

② I ③ 平均

::::1 : ::I : ::I 2:
5 1 : :: 

l��-J 翡忍 ： 
図2 施工後14年経過後の分析結果

曲線からの曲げ強さを上回り， 現時点でも品質

を確保していることが確認された。初期強度と

の比較と ， 予測曲線における現時点の強度との
比較でも問題がないことが確認された。

②接着安定性

現地での接着試験結果を表2に示す。接着試

験は調査部位B·Cで実施した。 防食被覆施工

後 20年以上経過しても現行のJS防食マニュア

ルのシ ー トライニングエ法全面接着型の品質規

格l.5N/mnlを満足していることが確認された。

③遮断性

現場で採取したボ ー ド部分および目地部分の

サンプルでの分析の結果， いずれの試験片でも

硫黄の侵入深さは， 設計厚さを大きく下回る結

果となり， 20年以上経過しても遮断性を確保し

ていることが確認できた。施工後14年経過後の

分析結果を図2に示す。

1 まとめ ・ 今後の展望

今回の経年劣化検証結果から， 防食性能の耐

用年数を20年以上に設定することが可能になっ

た。当協会の保有しているエ法と対象施設の特

性や各工法耐用年数を考慮し ， ライフサイクル

コストでの最適な工法提案を通じて下水道施設

の維持管理に貢献できればと考えている。

（理事井上敬介）
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